










Ⅰ.はじめに

小児気管支喘息の治療として,吸入性アレルゲンによる特異的減感作療法,多価

細菌性抗原などによる非特異的減感作療法および精神身体療法などが広く行な

われている。しかし,このような種々の治療にも抵抗し,容易に軽快しない症例

がある。このような症例を検討すると,食物アレルギーの関与が難治化の原因

の 1つとして認められる場合が少なくない。Peshkin1)は気管支喘息患者の 70%

に,Speer2)は 50%に食物アレルゲンの関与があると述べている。松村ら 3)4)5)

ほ多数の小児気管支喘息の発症に食物アレルゲンの関与が大であることを臨床

的に観察し報告している。このように,食物は気管支喘息のアレルゲンとして

かなり重要であり,その難治化に関係している。


